
令和３年度広島市発達障害者支援体制づくり推進プログラム実施状況
資料２

１　早期発見のための取組・体制の充実

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　保護者への普及啓発

乳幼児健診で配付する子どもの成長・発達や、生活習
慣、健康づくりなどに関する啓発用パンフレットに、発
達障害についての情報を掲載し、保護者の気づきを促進
するとともに、周囲の理解を深める。

こども・家庭
支援課

　１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査で配布する啓
発用冊子に発達障害についての情報を掲載し、健診を受
診した保護者に配布した。

②　要観察児及び保護者への支援

●１歳6か月児健診の受診者のうち、発達障害と思われ
支援が必要な親子に対し、遊びを通じて具体的な関わり
方を指導するとともに、保護者の気づきを促すための親
子教室を開催する。

●保健センターや保育園を会場として親子教室を実施し
た。なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
観点から、緊急事態宣言等期間中は休止し、心理相談員
による個別相談等で代替した。
【実施回数】全区計４５回
　　　　　　内訳：安佐南区９回、安佐北区８回、
　　　　　　　　　安芸6回、中・東・佐伯各5回、
　　　　　　　　　西４回、南３回
【参加幼児数】実人数７０人、延べ人数１７６人

●乳幼児期の子どもの成長・発達についての相談先を広
く周知するためのリーフレットを市内の小児科等へ配布
する。

●市内の小児科、幼稚園、保育園等へ子どもの成長・発
達についての相談先を広く周知するためのリーフレット
を配布した。

③　乳幼児健診従事者、小児科医等への研修の実施

乳幼児健診等に従事する保健師、保育士等を対象に、
援助技術の習得等実践的な研修を行うとともに、小児科
医等を対象に、発達障害に関する理解を深めるための研
修を実施する。

こども・家庭
支援課、こど
も療育セン
ター

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、研修の実施及び乳幼児健診従事者、小児科医等が研
修を受講することが困難であったため、発達障害児早期
発見・支援のための研修資料を配信した。

④　５歳児を対象とした支援

就学後の適切な支援に結び付けるため、各区の保健セ
ンターにおいて、５歳児を対象に、心理相談員による個
別相談を実施する。

こども・家庭
支援課

　5歳児発達相談について、保護者全員へ個別通知し、
子どもの発達についての啓発リーフレットを同封するな
ど、相談機会の周知徹底と保護者の気付きを促した。
　また、5歳児発達相談の実施回数を増やしたほか、保
護者の同意の下、専門家の助言内容を保育園や幼稚園、
かかりつけ医等と情報共有し、家庭内のみならず保育園
等においても一貫した支援を受けられるよう、各関係機
関が連携した支援体制の強化に努めた。
【実施回数】全区計１１２回
　　　　　　内訳：安佐南２４回、西１７回、
　　　　　　　　　佐伯１５回、中・東・安佐北
　　　　　　　　　各12回、南１１回、安芸9回
【相談者数】延べ人数２３１人

⑤　発達障害診療医療機関の周知

●早期発見、早期療育につなげるため、発達障害の診療
を行う医療機関について、市ホームページ（「発達障害
支援ネットひろしま」等）へ掲載する。

●市ホームページ（「発達障害支援ネットひろしま」
等、以下注記が無い場合は同じ）の中で、広島県が作成
している発達障害の診療を行なっている医療機関のリス
トを見ることができるようにリンクを作成している。

●また、各区相談窓口やこども療育センター等において
周知を図る。

●各区の地域支えあい課やこども療育センターの窓口に
おいて、上記リスト等により、医療機関の情報を求める
方に周知した。また、5歳児発達相談に関する保護者全
員への個別通知に、上記リストを同封した。

こども・家庭
支援課、保育
指導課、こど
も療育セン
ター

こども・家庭
支援課
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２　療育・訓練体制の充実

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

① こども療育センターにおける医師等専門ス
タッフの充実及び専門研修の実施
●こども療育センターの受診を希望する乳幼児に対し、
速やかに診断を行い、診断後の適切なフォローが行える
よう、医師、心理療法士等の専門スタッフの充実を図
る。

●発達障害児の診療体制・療育の充実を図るため、ス
タッフの増員を行った。

●こども療育センターにおいて発達障害児支援の中核と
なる保育士等を育成するため、発達障害の評価から支援
までの、より専門的・実践的な研修を実施する。

●発達障害児の支援について専門的・実践的な研修の実
施や、外部研修への参加により、こども療育センターの
職員の育成を図った。

②　こども療育センターの外来療育教室の充実

こども療育センターの外来療育教室等において、教室
における支援内容の改善や、言語聴覚士、作業療法士等
がタブレット型コンピュータを活用する等により発達障
害児療育を充実させる。

こども・家庭
支援課、こど
も療育セン
ター

　こども療育センターの職員を対象に、タブレット型コ
ンピュータを活用した療育に関する研修を１回実施する
予定であったが、令和３年度は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止の観点から中止した。

③　こども療育センターの発達障害児受入体制の
整備

発達障害児に対して障害特性に応じた専門性を持った
療育を実施するため、こども療育センター内の児童発達
支援センターにおける発達障害児の受入体制を整備す
る。

こども・家庭
支援課、こど
も療育セン
ター

　西部こども療育センターのなぎさ園及び北部こども療
育センターのくすのき園における発達障害児対応クラス
において、受け入れを実施した。
（午前クラス５名、午後クラス５名の計１０名の定員
で、前期後期合わせて７０名が利用）

④ 地域における療育の充実に向けた専門研修等
の実施
●児童発達支援（未就学児）及び放課後等デイサービス
（就学児）を実施する事業所の専門スタッフを対象とし
て、ソーシャルスキルトレーニング（子ども自身が、状
況に応じてどのように行動したらよいかを練習するこ
と。）を学ぶ研修に加え、発達障害の評価から支援まで
の専門的な研修を実施する。【拡充】

●児童発達支援及び放課後等デイサービスを実施する事
業所の専門スタッフ等を対象として、ソーシャルスキル
トレーニング研修を計４日間実施した。
　また、上記専門スタッフを対象として、発達障害の特
性の理解と特性に応じた支援に関する基礎研修（計８日
間）及び実際の支援を見学する事業所見学研修（計１日
間）を実施した。
　加えて、基礎研修受講者が所属する事業所を対象とし
た訪問指導研修（１事業所）及び本研修受講経験者を対
象としたレベルアップ研修（計２日間）を実施した。

●保育園等において発達障害児支援の中核となる保育士
等を育成するため、発達障害の評価から支援までの、よ
り専門的・実践的な研修を実施する。

●こども療育センターの職員が講師として、保育園等の
保育士を対象に発達障害児に対する支援の専門的・実践
的な研修を６回実施した。

●こども療育センター等の職員が障害児等療育支援事業
や保育所等訪問支援において保育園等を訪問して助言等
を行うことにより、保育園等における発達障害児支援の
充実を図る。【新規】

●こども療育センター（光町、北部、西部）において、
障害児等療育支援事業の施設支援を３４８回実施した。
また、保育所等訪問支援を延べ５００人に実施した。

⑤　発達障害診断後の家族への研修の実施

●障害のある子どもの理解と対応や支援制度等について
基礎的な研修を実施する。

●こども療育センターにおいて、発達障害児の理解と対
応や障害福祉制度の説明などをテーマとした保護者等支
援者研修を年間７回開催した。（延べ参加者数１２３
人）

●発達障害児の行動の特性を理解し、具体的で効果的な
対処法（ペアレントトレーニング）を学ぶための実践的
な研修を実施する。

●発達障害児の保護者を対象に、ペアレントトレーニン
グの基礎研修を、２コース計９日間実施する予定であっ
たが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の観点から中止した。

●家庭等で発達障害児がタブレット型コンピュータ等の
コミュニケーション・学習支援ツールなどを活用できる
よう、導入方法や活用方法などを家族が学ぶ講座を実施
する。【新規】

●発達障害児の保護者を対象に、タブレット型コン
ピュータの活用方法を学ぶ研修を、２日間実施する予定
であったが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止の観点から中止した。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター

こども・家庭
支援課、こど
も療育セン
ター

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター、障害自
立支援課
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事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　発達障害児基礎研修会等の実施

発達障害について正しい認識を持つとともに、保育園
等における発達障害児への気づきや関わり方などの一層
の充実を図り系統だてて学ぶ必要があるため、研修を実
施する。

保育指導課、
こども療育セ
ンター

　新任保育士及び発達障害児基礎研修会未受講者を対象
に、年２回計画して実施した。基礎研修を行うことによ
り、連続した的確な支援ができるように、発達障害につ
いて正しい認識を持てるようにした。
（研修参加人数　２２４名）

②　発達支援コーディネーターの養成

発達障害児やその保護者への支援の充実を図るため、
発達支援コーディネーター（保育園等における発達障害
児支援のリーダー）の養成講座を公私立保育園等におい
て実施する。また、養成講座の内容は、医学・療育の進
歩に伴い新たな情報も取り入れていくこととする。

保育指導課、
こども療育セ
ンター

　令和３年度においては新型コロナウイルス感染症の感
染拡大のため、計画していた発達支援コーディネーター
養成講座を中止としたが、発達支援コーディネーター役
を担う保育士を対象として、医学・療育の進歩に伴う新
たな情報を取り入れ、絶えず専門性を学ぶ意識を持ちな
がら2回の研修を実施した。
（参加人数　延べ１５２名）

【幼稚園・学校】

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

① 専門家チームによる多様な巡回相談指導の実
施

大学教授、医師、学校関係者等からなる専門家チーム
を構成し、対象の幼児児童生徒への指導の充実と総合的
な校内支援体制の整備のための指導・助言を行う。

教育委員会特
別支援教育課

　大学教授、医師、学校関係者等、４１人による専門家
チームを構成し、巡回相談指導を実施した。
　申請は８０園・校あり、延べ１２５回の巡回相談指導
を実施した。

②　特別支援教育に係る指定校への支援

●小・中学校において、特別支援教育コーディネーター
の専任化を図り、インクルーシブ教育システム構築に向
けた校内体制づくり等に係る実践的な研究に取り組む
「インクルーシブ教育システム構築実践指定校」の指定
を行う。【拡充】

●「インクルーシブ教育システム構築実践指定校」（小
学校1１校・中学校９校）をモデル校として指定し、学
級担任をもたない特別支援教育コーディネーターを配置
し、校内支援体制の充実、特別支援教育の視点にもとづ
く授業づくり、学級経営力の向上等に取り組んだ。
　また、特別支援教育推進校として幼稚園１園を指定
し、専門家チーム委員を年３回招へいした。

●自閉症・情緒障害特別支援学級の指導の充実を目指す
「特別支援学級研究推進校」の指定を行う。

●令和２年度から「インクルーシブ教育システム構築実
践指定校」において、合わせて取り組むこととした。

③-1 校内の指導体制の充実（特別支援教育コー
ディネーターの養成）

特別支援教育コーディネーター（特別支援教育を推進
する教員）に対して、必要な知識と実践力・指導力の育
成を図るための研修会を開催する。

教育委員会特
別支援教育課

　新任者（７９名）と経験者（１８０名）別に分け、新
任者に年５回、経験者に年３回の研修を実施した。
　また、各指定校の研究の一層の充実とコーディネー
ターのスキルアップをさらに図るため、指定校の特別支
援教育コーディネーター（２０名）を対象とした研修を
年７回実施した。

③-2 校内の指導体制の充実（個別の指導計画、
個別の教育支援計画の作成・活用）

適切な指導や必要な支援を行うための個別の指導計画
及び個別の教育支援計画の作成・活用を促進する。

教育委員会特
別支援教育課

　個別の指導計画を活用した計画的、組織的な指導の充
実を図るよう学校訪問指導や校長会等の場で指導した。
　個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成状況につ
いては、令和３年度は文部科学省が調査していないた
め、把握していない。

３　保育園等・幼稚園・学校及び地域における支援の充実

【保育園等】

教育委員会特
別支援教育課
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事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

③-3 校内の指導体制の充実（特別支援教育体制充
実検討会議の開催）

小・中学校等における医療的ケア体制、インクルーシ
ブ教育システムの構築、通級による指導を含む高等学校
段階の特別支援教育の推進等、本市の特別支援教育の充
実を図るための支援体制について検討する。

教育委員会特
別支援教育課

　市立特別支援学校における医療的ケア体制の充実を図
るため、医師・看護師から、医療的ケアの適切な運営に
ついて意見を聴取する会を２回実施した。

④　管理職への理解・啓発の推進

発達障害等特別な教育的支援を必要とする幼児児童生
徒について、また、特別支援教育に係る園・校内体制の
整備・充実の具現化について、理解・啓発を図るため
に、管理職を対象に講演会を開催するとともに指導資料
を作成・配付する。

教育委員会特
別支援教育課

年間２回（①幼・小・中・中等前・特　②高・中等
後））の講演会を実施した。

⑤　特別支援教育アシスタント事業の実施

肢体不自由及び発達障害等、特別な教育的支援を必要
とする児童生徒が通常の学級に在籍する学校に対し、特
別支援教育アシスタントを配置し、学校生活における指
導の補助及び安全確保等の支援を行う。

教育委員会特
別支援教育課

　令和２年度から、肢体不自由児、発達障害児等を対象
に配置していた特別支援教育アシスタントのうち、発達
障害児等を対象としていた者を、障害のある児童生徒等
に限定せず学習支援を行う学習サポーターに切り替え
た。
　令和３年度は、学習サポーターと特別支援教育アシス
タント合わせて６１４人配置し、学習サポーターは、児
童生徒等に対して個別の学習支援等を行い、特別支援教
育アシスタントは、通常の学級に在籍する肢体不自由児
に対して学校生活での移動支援等を行った。

【地域】

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　発達障害者社会的スキル訓練の実施

発達障害者を対象として、社会生活の中で人間関係や
集団行動を営んでいくための技能訓練（ソーシャルスキ
ルトレーニング）を実施する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　児童発達支援及び放課後等デイサービスを実施する事
業所の専門スタッフ等を対象として、ソーシャルスキル
トレーニング研修を計４日間実施した。

②　発達障害者生活訓練の実施

●発達障害者が円滑に社会生活を送ることができるよう
にするため、買い物、調理実習、公共交通機関の利用の
仕方、マナー等の生活訓練プログラムを実施する。

●発達障害者支援センターにおいて、生活訓練プログラ
ムである「生活応援セミナー」を、当初、６回実施する
予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止の観点から、１回実施（５回中止）した後、感染症
対策を講じつつ、追加で２回開催し、合計３回実施し
た。
【各回テーマ】
①人間関係の距離、境界線
②人付き合い、本音と建前、社交辞令
③発達障害、特性、工夫

●発達障害者が円滑に日常生活を送ることができるよう
にするため、片付けセミナー等を実施する。【新規】

●発達障害の方やその保護者を対象に、発達障害の特性
に配慮した身の回りの整理整頓の方法を学ぶ講座として
「整理収納講座」を計２回開催した。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、精神
保健福祉課

４



事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

③　コミュニケーション支援の充実

●市民や事業所等に対し、コミュニケーション支援ボー
ドの活用について周知を図る。

●市ホームページにおいて、コミュニケーション支援
ボードをダウンロードできるよう掲載している。
　また、新任特別支援教育コーディネーター研修におい
て、活用方法等を周知した。

●発達障害者が自ら使用することができる携帯用コミュ
ニケーションカードや携帯電話用アプリケーション等の
情報を収集し、市ホームページ（「発達障害支援ネット
ひろしま」等）等で発達障害者やその家族、支援者等に
情報提供する。

●市ホームページに掲載し、情報提供を行った。

④　余暇活動等を支援するボランティアの育成

大学、社会福祉協議会、ＮＰＯ法人等と連携し、ス
ポーツなどの余暇活動等の支援や講演会参加時の託児な
どを行うボランティアを育成する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター

　「発達障害者家族の集い」の茶話会において、広島市
ボランティア情報センターと連携して、託児を行った。
（計５回）
　また、「発達障害者家族の集い」のボランティアス
タッフに対して、心構えや傾聴の技術に関する研修を１
回行う予定であったが、令和３年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の感染拡大防止の観点から中止した。
　なお、発達障害者オープン相談の場のボランティアス
タッフに対して、発達障害の特性や関わり方等に関する
知識や理解が深まるよう、発達障害者支援センターのス
タッフが、活動に応じた助言やレクチャーを行う予定で
あったが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止の観点から中止した。

⑤　交流の促進【新規】

発達障害者が交流できる機会を提供するなど、交流の
促進を図る。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　実施に向けて検討を行った。

⑥　災害時における発達障害者への支援の周知

●コミュニケーション支援ボード（災害編）や発達障害
者を対象とした防災に関するハンドブック等について、
市ホームページ（「発達障害支援ネットひろしま」等）
へ掲載するとともに、市民講演会等での情報提供を行う
ことにより、災害時における発達障害者への支援につい
て周知を図る。

●「災害時の発達障害児・者支援について」と題した
リーフレットと掲示物を、市ホームページに掲載した。
　なお、例年は、発達障害者支援講演会の会場参加者に
対して、発達障害者を対象とした防災に関するハンド
ブック等について、実物を掲示して情報提供を行ってい
るが、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の観点から、オンラインで開催したため、実物
の掲示による情報提供は行わなかった。

●地域の身近な支援者である民生委員等に対して、災害
時の支援について周知を図る。【拡充】

●地域の防災・避難・救出救助等のボランティア活動を
行う「防災士」の養成講座の場でリーフレットを配布す
るとともに、広島市民生委員児童委員協議会を通じて、
本市の全民生委員児童委員に対してもリーフレットを配
布し周知を行った。

こども・家庭
支援課

こども・家庭
支援課

５



４　就労支援の充実

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　就労に向けた生活訓練の充実

就労移行支援事業所等を利用している発達障害者に対
する支援の充実を図るため、発達障害者支援センターが
実施している生活訓練プログラム等を活用して、当該事
業所等に対し、助言や協力を行う。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、障害
自立支援課、
精神保健福祉
課

　相談支援ケースを通じて、就労移行支援事業所等に対
して、助言等を行った。
　また、発達障害者を対象として実施する生活訓練プロ
グラムに、就労移行支援事業所等の職員も同席すること
により、発達障害の特性に応じた支援方法の習得を図る
こととしていたが、令和３年度は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止の観点から、当該職員の同席は見
送った。

②　発達障害者就労準備支援の実施

就労に必要な社会性や対人関係能力、体力、持久力、
作業能力などの基礎づくりを図るとともに、協力事業所
に対して発達障害の理解の向上を図るため、発達障害者
を対象に、協力事業所での実習を実施する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　協力事業所において、１名の発達障害者が実習を実施
できるように準備したが、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止の観点から、中止した。

③　関係機関の連携による就労支援の充実

●相談支援機関、就労支援機関、就労先等の連携による
相談、就労、職場定着等の支援を充実する。

●発達障害者支援センターにおいて、相談支援機関や就
労支援機関等と連携を行い、就労支援を実施した。
　加えて、各区保健センターにおいて、発達障害者がも
つ特性の説明やこれを踏まえた相談を行った。また、必
要に応じて、就労支援機関等関係機関へ繋ぎ、連携しな
がら、就労支援を行っている。

●障害者職業センターが実施する発達障害者を対象とし
た就労支援プログラムにおいて、発達障害者支援セン
ターが「発達障害」、「社会資源」、「生活支援」に関
する講習会、学習会を実施する。

●障害者職業センターが実施する発達障害者を対象とし
た就労支援プログラムにおいて、発達障害者支援セン
ターの職員を講師とする研修会を５回実施した。（延参
加者数２０人）

●労働局・ハローワークが実施する企業に雇用されてい
る方を対象とした発達障害の理解と対応に関する養成講
座において、発達障害者支援センターの職員が講師とし
て講座を実施する。【新規】

●職業能力開発事業の一環として、労働局・ハローワー
クとの共催により実施する「精神・発達障害者しごとサ
ポーター養成講座」のうち１回、発達障害者支援セン
ターの職員が講師として講座を実施する予定だったが、
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止の観点から、中止した。（２回実施予定のうちの１回
分。もう１回は④の取り組みにより実施。）

●発達障害者支援センター、障害者職業センター、ハ
ローワーク、障害者就業・生活支援センターがそれぞれ
の役割に従い、発達障害者に効率的に就労支援を行う。

●「障害者雇用支援連絡協議会」（２回）及び「広島障
害者就業・生活支援センター連絡協議会」（２回）に、
ハローワークや障害者職業センター、広島市発達障害者
支援センター等の職員が参加し、障害者雇用に関する課
題などについて情報交換を行った。

④　企業に対する普及・啓発【新規】

企業向けセミナー等で発達障害の特性や発達障害者を
雇用する際に配慮すべきことなどを周知する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、障害
自立支援課

●毎年、広島労働局、障害者職業センター等との共催に
より「障害者の雇用の拡大・定着のための企業向け講演
会」の分科会において、企業の社員等を対象とした精神
障害・発達障害に関する理解を深めるための「精神・発
達障害者しごとサポーター養成講座」を実施しており、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を講じつ
つ、開催した。（定員５０名・WEB配信あり、２回実
施予定のうちの１回分。もう１回は③の取組により実施
予定だったが、令和３年度は中止）
　また、令和４年度以降の実施内容の検討を行った。
●職業能力開発事業の取り組みのうち、企業に出向いて
行う出前型の職業能力開発講座において、企業からの要
望に応じ、発達障害者の特性や配慮事項等の周知を随時
行った。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、障害
福祉課、障害
自立支援課、
精神保健福祉
課

６



５　相談支援の充実

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　相談支援事業所の周知
●障害児及び障害者の支援を行う相談支援事業所などに
ついて、市ホームページ（「発達障害支援ネットひろし
ま」等）へ掲載する。

●市ホームページへ障害者相談支援事業所や障害児相談
支援事業所、その他の障害福祉サービス事業所等の一覧
表を掲載している。

●また、各区相談窓口やこども療育センター等において
周知を図る。

●区役所やこども療育センターで、相談支援事業所の周
知を図った。

②　発達障害者相談支援従事者研修の実施
相談支援事業所等の職員及び行政機関相談従事者に対

して、身近な地域において的確な相談支援が可能となる
よう、特性のアセスメントや支援方法のプランニングな
どの研修を実施する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　障害者の相談支援事業所で相談に従事する職員及び行
政機関相談従事者等に対して研修会を開催した。
研修会：２回
参加者：延べ人数６２人（第１回 ３２人、第２回３０
人）
講師：賀茂精神医療センター児童指導員　元山 淳　氏

③ 相談窓口用聴き取りシートの作成・導入【新
規】

発達障害者の相談窓口の職員が発達障害の特性等をそ
の場で簡便に聴き取り、的確な相談対応などに使用でき
る聴き取りシートを作成し、導入する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　作成に向けて検討を行った。

④　ペアレントメンター制度の実施【新規】
発達障害のある子どもの子育て経験のある保護者が、

その経験を活かし、子どもが発達障害の診断を受けた保
護者などに対して相談や助言を行う「ペアレントメン
ター制度」を実施する。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター

　ペアレントメンター制度の実施に向けて検討を行っ
た。

⑤　発達障害者オープン相談の場の運営
発達障害者を対象として、人と関わることのできる機

会を提供するとともに、発達障害者が持つ悩みや不安に
対する相談支援等を行う。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　相談支援などを行うとともに、社会性やコミュニケー
ション能力の向上を図り、社会参加を促進させる場を提
供した。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止の観点から、中止することが多かったもの
の、以下のとおり実施した。
（東区・西区・安佐南区の３か所合計）
利用登録者数：２９人　　開催回数：２４回

⑥　継続した支援を行うためのツールの活用
支援が必要となる発達障害者等のプロフィール、こど

も療育センターでの支援内容等を保護者が書き綴り、関
係機関（医師、学校の教師等）に提示できるサポート
ファイルをこども療育センター等で保護者に配付すると
ともに、サポートファイルの意義や書き方などの研修会
を開催する。

こども・家庭
支援課

　こども療育センター（光町、北部、西部）等におい
て、２４２部配付した。
　また、説明会を開催し、発達障害の診断を受けたこど
もの保護者等にサポートファイルを配付し、書き方や活
用方法などを説明した。
開催回数：６回
　加えて、持ち運びがしやすい形状の「サポートファイ
ルmini」をこども療育センター（光町、北部、西部）等
において、４０３部配付した。

⑦　関係機関の連携による支援の実施
発達障害者支援センターが相談を受けているケース等

について、ケース会議等に参加し、支援の方向性などに
ついて関係機関と検討し、連携して支援を行う。

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター

　個別ケースに関する調整会議として保護者、学校、福
祉施設、ハローワーク、障害者相談支援事業所等の関係
者によるケース会議を開催し、またはケース会議に参加
した。（計３０回）

⑧　情報提供の充実
市ホームページ内の「発達障害支援ネットひろしま」

において、発達障害者への支援に関する情報（医療費補
助等の福祉制度、相談支援事業所等の相談窓口、就労支
援の取組等）を集約し、リソースマップとして掲載した
り、パンフレットに相談支援機関の一覧を掲載するなど
情報提供の充実を図る。

こども・家庭
支援課

　市ホームページ内に設置している「発達障害支援ネッ
トひろしま」に、「相談支援マップ」として、相談支援
機関、医療機関等の情報を掲載している。

こども・家庭
支援課

７



６　発達障害についての理解の促進と社会的障壁の除去の推進

事業・取組の概要 担当 実施状況（Ｒ３）

①　啓発イベントの実施
●市民を対象として、発達障害の特性、身近な地域での
支援の重要性、発達障害者との関わり方等について理解
を促進するために、関係機関との連携のもと専門家によ
る講演会を実施する。

●「「発達障がい」あるあると安心街づくり」をメイン
テーマに掲げるとともに、４つのサブテーマ（①発達障
がいと市民との距離、②発達障がいの特性とあるある、
③家庭や地域での「教える」と「工夫」、④発達障がい
理解と安心街づくり）に基づき、市民全般を対象とした
講演会を実施した。
　講師：宮崎県社会福祉事業団
　　　　宮崎県中央発達障害者支援センター長
　　　　水野　敦之　氏
　参加者：１，１６３人

●世界自閉症啓発デー及び発達障害啓発週間に関連し
て、広島城のブルーライトアップ等を実施する。

●広島県、広島自閉症協会と連携して、世界自閉症啓発
デーにあわせて啓発イベントを実施した。

②　市職員、公共施設等職員、企業等職員への啓発
研修の実施
●各区相談窓口等の市職員を対象として、大人の発達障
害に関する理解と対応等についての研修やパンフレット
の配付等を行う。

●「発達障害について」をテーマに、市職員を対象とし
た研修を実施する予定であったが、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止の観点から中止した。

●スポーツ、文化施設をはじめとする公共施設等の職員
及び企業・事業所の職員を対象として、発達障害に関す
る理解と対応等についての研修やパンフレットの配付等
を行う。

●発達障害者支援センターにおいて、事業所等が実施す
る発達障害に関する理解と対応等についての職員研修に
対して、講師派遣等を行った。（計１６回）

③　発達障害者家族の集い等の開催
●１８歳未満の発達障害者の家族を対象として、障害の
早期受容と支援制度等の周知を図るため、同じ悩みを抱
える家族同士が気軽に情報交換ができる場（発達障害者
家族の集い）を提供する。

●グループに分かれ、先輩保護者を交えて情報交換等を
行う「発達障害者家族の集い」を７回実施した。（茶話
会：延べ参加者数９０人）

●１８歳以上の発達障害者の家族を対象とした情報交換
ができる場（成人期発達障害者家族の集い）を提供す
る。

●成人期発達障害者家族の集いを３回開催した（延べ参
加者数３０人）。
①研修会等
　・DVD上映会「大人の自閉スペクトラム症」
　・「発達障がいのある方の“働く”を支える」
　　講師：広島障害者職業センター
　　　　　上席障害者職業カウンセラー
　　　　　河村　恵子　氏
　・「発達障がいのある方の生活支援について」
　　講師：地域生活支援センターふれあい　所長
　　　　　原田　葉子　氏
②情報交換会
　開催回数３回

●思春期、青年期の発達障害者の家族を対象に、心の理
解や日常的な相談援助の方法などに関する講座を開催す
る。【新規】

●思春期、青年期の発達障害者の家族を対象に、「発達
凸凹がある子の思春期を乗り切る対話術」をテーマとし
て、講演会とグループワーク（２部構成）を実施した。
（参加者数　講演会：８３人、グループワーク：１５
人）

④　パンフレット等の作成・配布
●発達障害についての入門的な啓発用パンフレットを作
成し、研修会等での配布及び公共施設等への設置を行
う。

●公共施設等でパンフレットを配架している。

●発達障害者への具体的な対応例を掲載したパンフレッ
トを作成し、研修会等での配布及び公共施設等への設置
を行う。

●作成に向けて検討を行った。

●発達障害者やその家族がどこに行けばどのような支
援、サービスを受けることができるのかをまとめた小冊
子を作成し、配布する。

●市ホームページに、「発達障害のある方と家族のため
の広島市リソースブック」を掲載している。

⑤　情報発信
市民と市政などの広報紙及び市ホームページ内の「発

達障害支援ネットひろしま」、「特別支援教育」等に、
発達障害の特性、広島市の取組等を掲載する。

こども・家庭
支援課、教育
委員会特別支
援教育課

　市ホームページに、発達障害の特性、広島市の取組等
について掲載している。

⑥　障害者差別解消法の周知【新規】
障害者差別解消法に基づく社会的障壁の除去や合理的

配慮の提供等について、市ホームページ（「発達障害支
援ネットひろしま」等）へ掲載するなど、周知を図る。

こども・家庭
支援課、障害
福祉課

　市ホームページに、障害者差別解消法に関する広島市
の取組等について掲載した。また、シンポジウムの開催
や、各区役所窓口に障害者差別解消法、障害者差別解消
推進条例のパンフレットを配置し周知に努めた。

こども・家庭
支援課、教育
委員会特別支
援教育課、発
達障害者支援
センター

精神保健福祉
センター、こ
ども・家庭支
援課、発達障
害者支援セン
ター、こども
療育センター

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター

こども・家庭
支援課、発達
障害者支援セ
ンター、こど
も療育セン
ター

８


